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2 8 　 側 脳 室 内 脈 絡 叢 へ 孤 立 性 癌 転 移 を き た し た 2

例

福 井 崇 人 ・ 伊 東 民 雄 ・ 岡 亨 治

尾 崎 義 丸 ・ 中 村 博 彦

中村記念病院脳神経外科

転移性 脳腫癌 の うち で側脳室 内脈絡叢 へ の 転

移 は 稀で 2 0 00 年の 日本脳腫 癌統計 で は 1 .1 % と

さ れて い るが, その なか で も孤立性転移は極 めて

稀 で ある . 過 去の 文献上 の 報告 で は 1 7 例の み で

ある が , 原発巣と して は sl o w ly p r o g r e s si v e t y p e

の 腎細胞癌 が 8 例と最 多を占めて い る . 今回我 々

は 腎細胞癌, 直腸痛か ら脈絡叢 へ 孤 立性転移 をき

た し た 2 例 を経験 し た の で 文献的考察を加 え報

告する .

〔症例 1〕 52 才 , 男性. 腎細胞癌 ( r e n al c ell c a r -

ci n o m a) の 左側脳室下 角 へ の 孤立性転移例 で あ

る . I n f e ri o r t e m p o r al g y r u s より t r a n s c o r - ti c al

a p p r o a c h にて全摘出した .

〔症例 2〕 5 3 才, 女性で . 直腸癌 ( m o d e r at ely

diff e r e n ti at e d a d e n o - c a r ci n o m a) の 左側脳室三 角

部 へ の孤立性転移例 であ る. ガ ン マ ナイ フ施行後

再増大をき た し た た め, i n t e r h e m i s p h e ri c p r e
-

c u n e u s a p p r o a c b に て sp l e n i u m に浸潤 した 部分

を
一

部残し亜全摘出し た . y の局所照射を追加 し

た . 本症例の治療にお い て頭蓋底 ア プロ ー

チ によ

る可及的摘出と放射線治療の 併用が有田であ っ た .

2 9　脂肪性髄膜腫へ転移した腎細胞癌の一例

君 和 田 友 美 ・ 隈 部 俊 宏 * ・ 渡 辺 み か * *

冨 永 悌 二 ・ 白 根 礼 造 * ・ 吉 本 高 志 *

広両病院脳神経外科

東北大学脳神経外科 *

同 病理部* *

今回我々 は , 脂肪性髄膜腫 へ 転移 した腎細胞癌

( 淡 明細胞癌) の 稀 な
一

例 を経験 した の で , 主 に

画像所見, 病理所見に つ い て , 文献的考察を加 え

て報告する .

症 例 は 7 0 歳 女 性 で 左 片麻痔 に て 発 症 し た .

M RI にて右前頭葉内側 に T l 強調画像で腫癌辺緑

は低信号 , 内部は 高信 号, T 2 強調画像で 辺緑 は

や や高信号 , 内部は高信号を示 し, 辺嫁が著明に

造影される 長径 6 c m の 腫癌を認 め た . 腹部 C T

に て 左腎に長径 8 c m の 腫癌 を認め , 腎細胞癌か

ら の 転移性脳腫癌の 術前診 断 に て摘出術を施 行

した . 術中所見で は , 腫癌は大脳鎌か ら発生 した

もの と考えられた . 病理所見で , 腫癌内部は腎細

胞 癌 ( 淡 明細胞癌) と して合致す る所 見 で あ っ

た が, その 周囲を取り囲むよう に脂肪を含有する

脂肪性髄膜腫 が確認 された . 以上より, 脂肪性髄

膜艦内に腎細胞癌が転移 した もの と考え た.

髄膜腫 内へ の転移 の 報告は, その ほと ん どが髄

膜皮型髄膜腫で あり, 脂肪性髄膜腫 へ の 報告は
一

例 もない . 原発巣は, 肺癌, 乳癌が多く, 腎細胞

癌の髄膜腫 へ の 転移は, 我々 の 報告で 5 例目で あ

っ た .

3 0 　 腎 癌 脳 転 移 の 三 症 例

鈴 木 直 也 ・ 鶴 谷 尚 信 * ・ 松 倉 朋 子 *

清 水 俊 夫 * ・ 鎌 田 満 * *

青森労災病院脳神経外科

弘前大学脳神経外科
*

青森労災病院病理検査料 * *

【目的】 腎癌全摘術後の 症例 の なか に は潜伏期

間 の ち脳転移巣 によ る症 状を呈 し脳神経外科 に

治療 を求め られ る こ と が稀 にある . 脳転移の 症例

はす で に肺 な どの 他臓器 の 無症候 性転移巣 が存

在して い る こ と も容易に推定され る .

一

般的に腎

癌の 放射線感受性は高くなく, 化学療法はイ ン タ

ー フ ェ ロ ン以外に有効な選択肢は な い . しか し
一

部 の イ ン タ ー フ ェ ロ ン が有 効 な症例 は腫癌 の 縮

小 と生命予後 の 延 長 を期待 され治 療を求め られ

る症例 も存在する . 最近経験 した 胃癌脳転移例 の

3 例 を報告し治療選択肢に つ い て検討 した .

〔症例 1〕 5 2 歳男性 . 約半年前 に 腎痛 切除術後

に イ ン タ
ー フ ェ ロ ン療 法を受 け肺転移栄 は消 失 .

前医で て ん か ん 発作を生 じ脳 転移栄が 判明 し放

射線治療 (γ ナイ フ) を受 け腫癌増大は抑制され

た . 脳浮腫 の 悪化により紹介 入院.

〔症例 2〕 5 9 歳男性. 1 0 ケ 月前 に胃癌摘出術を

受 けた . 脳転移巣と脳浮腫 により急性 の 右片麻痔


